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１．概要（Summary） 

テラヘルツ領域に共鳴を持つ金属メタリアルを作成す

ることで、テラヘルツ波の電場や磁場の効果を増強し、テ

ラヘルツ波による物性制御を試みた。金属微細構造を有

する人工レンズを作成し、回折限界以下に集光可能なス

ーパーオシレーションレンズの作製を行った。集光特性に

ついて、評価を実施し、計算結果との比較・議論を行っ

た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム(LED Lithography) 

多元 DC/RF スパッタ装置 

電子ビームリソグラフィー装置 

【実験方法】 

スパッタ装置を用いて、0.5 mm 厚の合成石英基板や

ガラス基板の上に、 Fig.1(a)に示すような環状の金属微

細構造を LED リソグラフィを利用し,作製した。 

直径100 mmの円状であり、最小のスリット幅は0.5mmと

している。スパッタした金属は Au である。詳細な作製構

造は Fig. 1 (b)に示した。対象としている電磁波は 100 

GHzであり、その波長 λは 3 mmである。波長よりも小さ

な周期構造によりスーパーオシレーション効果を利用して、

波長限界以下に集光するレンズを作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ネットワーク・アナライザで発生した 100 GHz のテラヘ

ルツ波に対し、平行配置で作成したスーパーオシレーショ

ンレンズに入射し、その集光特性を計測した。 観測され

たスポット径は、1.5 mmでありこれは 0.5 λに対応する。

回折限界は 1.1 λであるので、回折限界の半分以下に絞

れることが確認できた。 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

装置使用方法に関してご説明頂きました大阪大学微細加

工 PFの支援員の方に感謝致します。 
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